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また、奥野 (1997: 155) は Young (1963) の説く広告のはたらき、広告の機能につ
いて、以下のように五項目を挙げて整理をしている。 
 
(1)  身近なものにさせること（誰もが知っている安心感、親近感） 
(2)  思い出させること（情報による刺激、想起） 
(3)  ニュースを広めること（新しい事実、話題性の喚起） 
(4)  停滞した状況を打破すること（新しい提案、変化の必要性の提示） 


























接頭辞として、un-, in-, non-, dis-といった否定接頭辞は記号操作的であるのに対
して、内外、上下、遠近等の空間認知に根差した擬似的な否定の意味を表す接頭辞が
日本語にも英語にも存在している。英語の具体例については、Jones (2002) に詳し
い。in-/ ex- (in/out), inter-/intra-, extra-, contra-, ant-, de-,an-,re-, ab-, 
ob-, pre-/post-, retro- prim-, pro-, mis-, down-, over- (super-, ultra-), sub-, 




内外、near-far, around, almost, close-open, link, center-periphery, in-out 等
の認知基盤を挙げることが可能である。また、本論文では扱わないが、接尾辞として








（1） a. impress  内側に・押し出す→印象付ける 
 b. express  外側に・押し出す→表現する 
（2） a. import  内側に・運ぶ→輸入する 
 b. export  外側に・運ぶ→輸入する 
（3） a. inside  内側の・面→内側 
 b. outside   外側の・面→外側 
（4） a. inward   内側の・方向へ→内側へ 
 b. outward  外側の・方向へ→外側へ 
（5） a. input  内側に・置く→入力 





（6） a. excite  外に・呼び出す→興奮させる(*incite) 






（7） a. I correctly estimated the price./b. I overestimated the price. 
 c. I underestimated the price. 























（9） a. far-gone （非常に古い、ひどく酔った、借金のある、狂気の、病状の
進んだ） 
 b. far-fetched （遠くから持ってきた、もってまわった、こじつけの） 
 c. near-death experience（臨死体験） 
 d. near miss（近い当たり） 







さらに、接尾辞として、ful/ -less (harmful/ harmless), -free (sugar-free), -let, 
-like（～に似た/本物ではない）等は、存在・非存在という空間認知を用いたもので
ある。 





前後の空間認知が存在している。down-, over- (super-, ultra-), sub-, under- 等
は上下の空間認知である。こうした表現について、山梨 (2000: 148, 150, 151, 153, 





































































































































要素となっている。宮崎 (1996) の紹介している内容に、Quirk et.al (1985) におい
て、句から生じた前置修飾について述べている中で、an up-to-date timetable のよ
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4.1 頭文字語 (acronym) と省略語 (abbrevitation) 







Fromkin and Rodman (2006: 95-96, 573) では以下のように説かれている。 
 
Acronym: Word composed of the initials of several words, e.g., PET scan from 




Acronyms are words derived from the initials of several words. Such words are 
pronounced as the spelling indicates: NASA from National Aeronautics and Space 
Agency, UNESCO from United Nations Educational, Scientific, and Cultural 
Organization, and UNICEF from United Nations Interanaional Chidren’s 
Emergency Fund. Radar from radio detecting and ranging, laser from light 
amplification by stimulated emission of radiarion, scuba from self-contained 
underwater breathing apparatus, and RM from random access memory, show the 
creative efforts of word coiners. 
 
このように、頭文字語の持つ創造性が指摘されている。さらに、AIDS, HIV, ROM, 
等のように医療関連用語やコンピュータやインターネット関係の用語にも見られる。 
 
(11) FYI= for your information 
 BTW= by the way 
 FAQ= frequently asked questions 
 TGIF= Thank God it’s Friday 
 
また、上のようにビジネスでも頻繁に用いられている。brb = be right back, ftyl = 




ぞれの単語の頭の一文字を取るというようなルールはない。refrigerator が fridge と
なったり、photograph を photo、influenza を flu と言ったりするものである。接頭










(12) T とっても 
 R 理不尽な 





















I want to love you (P.Y.T.) 
Pretty young thing 
You need some lovin’ (T.L.C.) 
Tender lovin’ care 
And I’ll take you there 
 
歌詞には、“P.Y.T.”（バックコーラスの声）というフレーズに、“Pretty young thing”
というMichael Jacksonの声が追いかけて出てくるために、一度聴いた人は P.Y.T. が
何のことであるのか、わかるのである。T.L.C. も同様に、普通、この頭文字だけを
言われても何のことだかわかるわけもないのだが、“T.L.C.”とバックコーラスが












(13) Ｊジブンノ Ｐポテンシャルヲ Ｎネムラセルナ 







SYD, NOU, WLG といった文字が見える。 
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